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『
１
０
０
年
に
一
度
の
暴
風
雨
が
荒
れ
て
い
る
。
』
と
表
さ
れ
た
現
在
日
本

の
経
済
状
況
。
併
せ
て
医
師
不
足
に
よ
る
救
急
医
療
体
制
整
備
の
問
題
や
、

年
金
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
保
障
問
題
等
、
日
本
国
民
誰
も
が
信
じ
て
い

た
我
が
国
の
安
心
安
全
神
話
は
脆
く
も
崩
壊
し
た
。

　

現
在
我
が
国
の
社
会
構
造
は
、
少
子
高
齢
化
の
一
途
を
た
ど
り
続
け
、
こ

れ
ま
で
将
来
に
わ
た
る
財
源
不
足
の
状
況
下
に
お
か
れ
な
が
ら
も
誰
も
が
口

を
閉
ざ
し
て
き
た
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
先
の
緊
急
経
済
対
策

の
記
者
会
見
の
場
で
、
遂
に
総
理
自
ら
そ
の
重
い
フ
レ
ー
ズ
を
語
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

今
、
国
と
地
方
は
合
わ
せ
て
約
１
０
０
０
兆
円
の
借
金
を
抱
え
、
ど
う
い
っ

た
政
策
を
今
後
講
じ
る
べ
き
か
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
大
き
な
決
断
の
時

を
迎
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
財
政
健
全
化
を
目
指
す
上
で
、
重
大
な

決
断
を
求
め
ら
れ
る
事
業
に
生
活
排
水
処
理
事
業
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事

業
に
は
、
下
水
道
、
集
落
排
水
処
理
、
浄
化
槽
と
い
う
三
つ
の
選
択
肢
が
あ

り
、
自
治
体
の
判
断
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
三
つ
の
事
業
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し

実
施
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
無
視
し
た
下
水
道
事
業
や
集

落
排
水
処
理
事
業
へ
、
湯
水
の
ご
と
く
貴
重
な
浄
財
（
税
金
）
が
投
入
さ
れ

て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

こ
の
１
０
０
年
に
一
度
の
暴
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
日
本
経
済
の
中
で
、
本

当
に
こ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
見
直
す
必
要
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
正
直

な
と
こ
ろ
疑
問
が
生
じ
る
。

　

毎
年
の
建
設
費
だ
け
で
国
・
地
方
合
わ
せ
て
２
兆
円
以
上
が
下
水
道
に
投

じ
ら
れ
、
し
か
も
（
予
定
は
あ
る
が
）
い
つ
完
成
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ま

た
完
成
し
て
も
供
用
率
１
０
０
％
に
達
成
す
る
に
は
、
さ
ら
に
何
十
年
も
の

歳
月
を
要
す
る
。
ま
し
て
、
今
後
生
活
排
水
処
理
対
策
の
中
心
と
な
る
の
は
、

人
口
５
万
人
以
下
の
中
山
間
地
域
と
な
り
、
そ
の
整
備
に
は
人
口
の
密
集
し

た
平
野
部
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
時
間
と
お
金
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
当
に
私
た
ち
の
町
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
不
安
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ

る
。

　

一
方
、
未
整
備
の
残
り
７
５
０
万
世
帯
全
て
を
浄
化
槽
で
整
備
す
れ
ば
、

下
水
道
の
３
年
分
の
予
算
で
す
べ
て
終
了
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

実
際
に
全
国
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、
下
水
道
か
ら
浄
化
槽
へ
と
転
換

し
、
確
か
な
成
果
を
得
た
と
い
う
事
例
が
近
年
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
。

（
※
資
料―

１
）

　

下
水
道
か
、
集
落
排
水
処
理
か
、
浄
化
槽
か
、
何
れ
に
せ
よ
こ
の
三
つ
の

選
択
肢
の
中
か
ら
決
断
す
る
の
は
自
治
体
で
あ
る
。

新
し
い
浄
化
槽
時
代
の
幕
開
け

　

こ
こ
で
浄
化
槽
に
つ
い
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

前
号
で
も
挙
げ
た
が
、
ま
ず
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
整
備
に
か
か
る
コ
ス

ト
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
圧
倒
的
に
浄
化
槽
が
有
利
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
又
設
置
も
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
災
害
に
も
強
い
。
そ
の
処
理

性
能
に
お
い
て
も
浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
等
の
処
理
性
能
を
持
ち
、
個
別
設

置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
人
口
減
少
等
に
よ
り
使
用
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
１
基
単
位
で
休
止
す
る
こ
と
が
で
き
今
後
の
人
口
変
動
に

効
率
的
に
対
応
で
き
る
な
ど
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
維
持
管
理
体
制
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
現
在
業
界
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
、
全
国
各
地
で
そ

れ
ぞ
れ
の
現
状
に
則
し
た
改
善
策
が
講
じ
ら
れ
、
今
や
デ
メ
リ
ッ
ト
と
言
わ

れ
て
き
た
維
持
管
理
体
制
は
強
化
さ
れ
、
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
広
島
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
地
域
差
が
生
じ
て
い
た
浄
化

槽
の
保
守
点
検
回
数
や
維
持
管
理
業
務
内
容
な
ど
の
浄
化
槽
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
「
浄
化
槽
の
事
務
の
取
扱
並
び
に
工
事
、
保
守
点
検
、
清
掃
及
び

法
定
検
査
に
関
す
る
必
要
な
指
導
事
項
を
定
め
た
広
島
県
浄
化
槽
取
扱
指
導

要
綱
」
を
改
定
し
、
新
た
に
「
浄
化
槽
の
使
用
、
保
守
点
検
等
」
の
中
で
保

守
点
検
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
法
定
検
査
に
つ
い
て
も
、
平
成
15
年
度
に
は
中
国
地
方
で
最
低
水
準

で
あ
っ
た
11
条
法
定
検
査
の
受
験
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
検

査
機
関
の
新
設
と
同
時
に
新
た
な
検
査
方
法
（
効
率
化
検
査
）
を
導
入
し
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
直
接
維
持
管
理
業
務
に
携
わ
る
業
界
で
は
、
維
持
管
理
体
制
強
化

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
清
掃
、

保
守
点
検
、
法
定
検
査
と
い
う
浄
化
槽
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
の

連
携
を
図
り
、
浄
化
槽
管
理
者
（
設
置
者
）
に
分
か
り
易
く
、
適
正
か
つ
効

果
的
な
維
持
管
理
を
可
能
と
し
た
「
浄
化
槽
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
」
（
図
１

参
照
）
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
、
県
内
各
地
域
に
お
い
て
環
境
に
や
さ
し

い
浄
化
槽
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
は
、
「
み
ず
再
生
施
設
認
定
制
度
」
を
新
た
に
創
設
し
、

現
行
の
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
総
じ
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
合
併
浄
化
槽
を
今
後
も
利
用
し
、
下
水
道
と

共
生
さ
せ
る
こ
と
で
汚
水
処
理
施
設
整
備
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
。

　

同
制
度
は
、
既
存
の
浄
化
槽
に
ブ
ロ
ワ
ー
停
止
時
の
警
報
機
の
取
り
付
け

や
、
放
流
水
の
透
視
度
の
確
保
な
ど
一
律
の
認
定
基
準
を
定
め
、
そ
れ
に
適

合
し
た
浄
化
槽
は
、
よ
り
高
度
な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
下

水
道
と
同
等
の
施
設
と
し
て
使
用
で
き
る
「
み
ず
再
生
施
設
」
と
し
て
認
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
浄
化
槽
を
今
後
も
恒
久
的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
の
新

た
な
動
き
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
か
ら
も
、
近
年
の
生
活
排
水
処
理
事
情
は
、
大
き
く
様

変
わ
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
高
度
な
処
理
が
可
能
と
な
っ
た
現
在
の
浄
化
槽
の
位
置
づ
け
は

激
変
し
て
お
り
、
単
に
浄
化
槽
は
下
水
道
が
来
る
ま
で
の
繋
ぎ
の
施
設
と
さ

れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
下
水
道
と
同
等
の
恒
久
的
な
生
活
排
水
処
理
施
設
と

し
て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
後
更
に
、
国
・
地
方
の
逼
迫
し
た
財
政
事
情
に
後
押
し
さ
れ
、

浄
化
槽
へ
の
一
層
の
期
待
が
高
ま
る
の
は
必
至
で
あ
り
、
ま
さ
に
浄
化
槽
時

代
の
幕
開
け
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
全
て
の
生
活
排
水
処
理
事
業
が
、
単
な
る
公
共
事
業
を
生
み
出

す
ツ
ー
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の
実
状
を
十
分
に
考
慮
し
、
堅
実
な
判

断
の
下
、
真
に
地
域
の
水
環
境
の
保
全
と
向
上
を
目
指
す
事
業
と
し
て
推
進

さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

時代の転換期！
変わり行く水の流れ

下水道から浄化槽の時代へ！〔続編〕

【市町村での計画変更による削減例】
①長野県下條村（世帯数：1,213　人口：4,167 人）
　汚水処理人口普及率　93％（H19）
　下水道（見積もり）　45億円
　　→浄化槽（実績）　6.2 億円（819 基）

②福島県三春町（対象地区人口：9,190 人）
　農業集落排水（見積もり）　1,000 万円／戸
　　→浄化槽（実績）　80～ 110 万円／戸
　汚水処理人口普及率　58％（H19）

③埼玉県ときがわ町（人口：13,189 人）
　当初計画：下水道→変更計画：浄化槽
　汚水処理人口普及率　35％（H14）→ 55％（H19）
　事業コスト　16％節約　　実質公債費比率（H18）　2.6％（全国５指に入る健全財政）

　処理水水質　平均５ppm（町を流れる三波渓谷に清流にしか生息しない源氏ホタルが生息）

④島根県大田市大森地区（世帯数：230　人口：550 人（H37 計画））
　汚水処理人口普及率　19％（H19・大田市全体）
　下水道（見積もり）　3.5 億円→浄化槽（見積もり）　２億円（207 基）
　　・整備機関　9.3 年→ 4.6 年
　　　事業コスト　42％（約 1.5 億円）減、整備期間は半分に短縮

【都道府県構想の変更による削減例：秋田県】
表　見直しによる削減額

整備手法別
全体計画投資額（ａ） ～Ｈ 12末（ｂ） 今後の投資総額（ａ－ｂ） １人あたり事業費

見直し前A
（億円）

見直し後B
（億円）

投資済み額
（億円）

見直し前A
（億円）

見直し後B
（億円）

増減（B-A）
（億円）

見直し前
（万円）

見直し後
（万円）

公共下水道計（流域含む） 10,934 10,707 4,965 5,969 5,742 － 227 145 140

集落排水等� 計 4,318 3,070 1,384 2,934 1,686 － 1,248 155 138

集合処理� 計 15,252 13,777 6,349 8,903 7,428 － 1,475 148 139

個別処理 273 504 67 206 437 231 40 37

合計 15,525 14,281 6,416 9,109 7,865 － 1,244 140 121

※公共下水道の事業費には、汚水に加え、汚泥を処理する施設の事業費も含む。

〔資料１〕集合処理から個別処理への計画変更による建設事業費の変更例
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〔開催場所〕和歌山県和歌山市和歌山ビッグホエール
〔主　　催〕全国環境整備事業協同組合連合会
〔担　　当〕全国環整連東海・近畿地区協議会
　　　　　 （和歌山県環境整備事業協同組合・（社）和歌山県清掃連合会）

〔後　　援〕�環境省、和歌山県、和歌山市、和歌山県市長会、
和歌山県町村会、（社）和歌山県浄化そう協会、 

（社）和歌山県水質保全センター

全国環整連 第34回全国大会
in WAKAYAMA

全
国
環
整
連

　

第
34
回
全
国
大
会
の
開
催
に
あ
た
り

　

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会

第
34
回
全
国
大
会
を
「
爽
や
か
な
秋
の
紀

州
路
、
和
歌
山
」
で
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
、
社
会
は
大
き
な
う
ね
り
の
中
で

様
々
な
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
、
先
の
見

え
な
い
混
迷
と
不
安
と
閉
塞
感
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。
右
肩
上
が
り
の
経
済
を
基
盤

と
し
た
年
金
シ
ス
テ
ム
、
健
康
保
険
制
度

な
ど
の
国
の
社
会
保
障
の
施
策
は
制
度
そ

の
も
の
を
根
幹
か
ら
見
直
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
行
政
は

見
込
め
な
い
税
収
の
増
加
に
頼
り
、
先
送

り
の
返
済
を
当
て
込
ん
だ
地
方
債
で
賄
っ

て
き
た
為
、
膨
大
な
債
務
を
背
負
い
込

み
、
本
来
、
為
さ
れ
る
べ
き
住
民
の
た
め

の
地
方
の
施
策
は
縮
小
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
構
造
改
革
の
名
の
下
で
市
場

経
済
主
義
が
正
当
化
さ
れ
、
弱
者
は
切
り

捨
て
ら
れ
巨
大
資
本
が
勝
ち
誇
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
進
む
と
や
が
て
自
由
競
争

が
市
場
を
席
巻
し
中
小
零
細
企
業
は
締
め

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
歴
史

や
経
緯
は
無
視
さ
れ
入
札
制
度
万
能
の
社

会
的
文
化
が
蔓
延
し
、
歴
史
が
作
り
上
げ

て
き
た
「
弱
気
を
助
け
る
」
古
き
良
き
日

本
の
文
化
さ
え
も
破
壊
す
る
予
兆
を
感
じ

ま
す
。
逼
迫
し
た
国
の
財
政
や
地
方
財
政

の
下
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
な
り
、
有
料
化
や
受
益
者

負
担
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

結
局
、
持
て
る
者
の
み
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、

利
便
性
や
営
利
企
業
論
理
を
求
め
す
ぎ
た

が
故
の
環
境
破
壊
は
進
み
、
待
っ
た
な
し

の
状
態
で
あ
る
こ
と
は
昨
今
の
異
常
な
気

象
現
象
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
に
私
た
ち
の
事
業
は
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
先
達
た
ち
の
血
と
汗

が
私
た
ち
を
育
み
、
こ
の
業
界
を
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
の
変
化
は

私
た
ち
に
相
応
の
対
応
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
「
合
理
化
特
別
措
置
法
」
な
ど
法

律
に
基
づ
く
私
た
ち
の
業
界
が
国
の
施
策

や
地
方
行
政
の
動
向
と
無
関
係
で
い
ら
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
環
整
連

で
は
地
方
財
政
と
生
活
排
水
処
理
に
つ
い

て
調
査
、
研
究
を
重
ね
下
水
道
か
ら
小
型

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
提
起
し
国
や

県
、
市
町
村
に
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

特
に
下
水
道
は
地
方
財
政
を
崩
壊
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
指
摘

し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
く
、
私
た
ち
は
、

私
た
ち
自
身
に
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
受
託

者
と
し
て
の
「
求
め
ら
れ
る
、
あ
る
べ
き

姿
」
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
足
元
か
ら
見
直
し
、
私
た
ち
の
次
代

を
担
う
後
継
者
や
従
業
者
の
問
題
、
毎
日

の
日
常
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
未
来
を
見
据

え
た
新
し
い
業
務
へ
の
転
換
の
問
題
な

ど
、
何
よ
り
も
原
点
に
立
ち
返
り
、
私
た

ち
業
界
の
「
明
日
」
に
つ
い
て
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
環
整
連
第
34
回
全
国
大
会
で
は
私

た
ち
の
業
界
の
歴
史
や
様
々
な
、
乗
り
越

え
て
き
た
事
象
を
検
証
し
、
今
、
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
未
来
に
託
す

べ
き
も
の
を
考
え
る
機
会
を
全
国
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、全
国
環
整
連
の
「
明

日
へ
の
歩
み
」を
爽
や
か
な
秋
の
紀
州
路
、

和
歌
山
か
ら
全
国
に
発
信
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会　

会
長　

玉
川　

福
和

和
歌
山
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合　

理
事
長　

吉
村　

英
夫

　

平
成
20
年
10
月
23
日（
木
）と
24
日（
金
）

の
２
日
間
、
和
歌
山
市
内
の
和
歌
山
ビ
ッ

ク
ホ
エ
ー
ル
に
お
い
て
、
爽
や
か
な
秋
の

紀
州
路
、
和
歌
山
か
ら
「
明
日
へ
の
あ
ゆ

み
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
環
整
連
第
34
回
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
広
環
協
か
ら
64
名
、
総
勢

１
、
２
０
０
名
以
上
の
参
加
者
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
式
典
、
記
念
事
業
、
懇
親
会

等
が
行
わ
れ
、
式
典
で
は
、
大
会
旗
入
場

か
ら
始
ま
り
、
来
賓
と
し
て
、
地
元
選
出

の
経
済
産
業
大
臣
衆
議
院
議
員
二
階
俊
博

氏
、
民
主
党
選
出
の
参
議
院
議
員
前
田
武

志
氏
、
公
明
党
選
出
の
参
議
院
議
員
弘
友

和
夫
氏
等
が
参
加
し
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

関
係
省
庁
か
ら
は
、
環
境
省
を
始
め
国
交

省
、
農
水
省
、
経
済
産
業
省
の
各
担
当
行

政
の
方
、
和
歌
山
県
知
事
並
び
に
和
歌
山

市
長
か
ら
開
催
に
あ
た
り
祝
辞
を
頂
い
た
。

引
き
続
き
、
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
、
優

良
役
員
・
優
良
従
業
員
の
表
彰
等
行
な
わ

れ
式
典
は
厳
粛
に
閉
会
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
事
業
と
し
て
和
歌
山
県

組
合
よ
り
、
大
会
に
向
け
て
、
県
内
の
実

態
調
査
と
組
合
と
し
て
の
取
組
み
に
つ
い

て
纏
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
た
。

　

つ
づ
い
て
、
基
調
講
演
と
し
て
、
財
団

法
人
日
本
総
合
研
究
所
会
長
寺
島
実
郎
氏

が
「
流
動
す
る
国
際
状
況
か
ら
見
た
日
本

の
行
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
て
日
本
を
取

り
巻
く
経
済
状
況
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ご
講
演
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
の
後
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
財
団
法
人
日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン

タ
ー
教
育
事
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
小
川

浩
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
和
歌
山
県
議
会
議

員
社
団
法
人
和
歌
山
県
清
掃
連
合
会
議
員

顧
問
団
代
表
中
村
裕
一
氏
、
和
歌
山
大
学

経
済
学
部
市
場
環
境
学
科
教
授
中
村
太
和

氏
、
ふ
る
さ
と
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
理

事
長
箕
島
和
義
氏
、
和
歌
山
市
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
会
長
堰
本
信
子
氏
、
全
国
環

整
連
か
ら
玉
川
会
長
が
参
加
し
「
わ
が
業

界
の
近
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
題
名

に
討
議
が
行
な
わ
れ
、
婦
人
会
の
会
長
で

あ
る
堰
本
氏
か
ら
、
住
民
の
目
線
に
よ
る

浄
化
槽
の
下
水
道
接
続
に
関
す
る
素
朴
な

疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
有
意
義
な
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

大
会
２
日
目
は
、
方
針
と
本
会
議
が
開

催
さ
れ
、
方
針
で
は
、
各
部
会
よ
り
、
平

成
20
年
度
の
事
業
計
画
の
説
明
が
行
な
わ

れ
、
全
国
環
整
連
の
方
向
性
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
た
。

　

方
針
の
後
、
本
会
議
に
移
り
、
冒
頭
に
、

玉
川
会
長
に
よ
る
所
信
表
明
が
発
表
さ

れ
、
各
組
合
業
者
に
改
め
て
、
自
ら
廃
棄

物
の
適
正
処
理
に
向
け
て
取
り
組
む
姿
勢

が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
日
本
国
の
政

治
経
済
が
混
沌
と
し
て
い
る
中
で
、
我
々

清
掃
業
界
が
、
今
こ
そ
一
致
団
結
し
て
法

改
正
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
政
府
に
対
す
る

要
望
決
議
及
び
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
会

宣
言
が
順
次
発
表
さ
れ
採
択
さ
れ
た
。

　

大
会
も
終
焉
を
向
か
え
、
時
期
開
催
地

は
、
地
元
組
合
不
在
で
は
あ
る
が
、
日
本

の
首
都
で
あ
る
東
京
都
で
の
開
催
が
発
表

さ
れ
、
大
会
旗
が
全
国
環
整
連
総
務
部
会

長
木
室
啓
治
氏
に
継
承
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
万
歳
三
唱
に
よ
り
大
会
の
全

日
程
を
終
え
た
。

開催報告
�
��

�
�

2008年
10月23日（木）
10月24日（金）

開
催
報
告
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式　典
次　第

１．開会

２．大会旗入場

３．開会の辞

４．物故者に対する黙祷

５．大会式辞

６．優良役員・従業員表彰

７．受賞者代表謝辞

８．来賓祝辞

９．来賓紹介

10．祝電披露

11．閉会の辞

12．閉会

式典・記念事業（DVD放映「明日への歩み」・基調講演「流動する国際状況から見た日本の行方」

講師：寺島実郎 氏・パネルディスカッション「わが業界の近未来について考える」）・懇親会

　

全
国
大
会 

Ｉ
Ｎ 

和
歌
山 

　

10
月
23
日
・
24
日
と
和
歌
山
市
で
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
、
広
環
協
か
ら
は
総
勢
64
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

新
大
阪
よ
り
バ
ス
で
高
速
道
路
を
約
２
時
間
走
ら

せ
る
と
和
歌
山
市
内
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
大
会
会

場
の
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
は
そ
の
名
の
通
り
、
ク
ジ
ラ

を
模
し
て
い
る
和
歌
山
県
ら
し
い
建
物
で
し
た
。
和

歌
山
県
組
合
員
さ
ん
た
ち
の
お
出
迎
え
を
受
け
、
会

場
内
に
入
る
と
全
国
各
地
か
ら
詰
め
掛
け
た
組
合
員

さ
ん
た
ち
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

玉
川
会
長
、
和
歌
山
県
組
合
吉
村
理
事
長
の
ご
挨

拶
と
来
賓
の
皆
様
の
ご
祝
辞
を
頂
き
、
式
典
が
終
了

致
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
記
念
事
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
新
た

な
試
み
と
し
て
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
廃
棄
物
処

理
業
者
の
創
業
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
背

景
が
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
り
、
思
わ

ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
業
務
の
中

で
の
様
々
な
困
難
な
事
に
対
し
て
住
民
一
人
一
人
の

為
に
日
々
、
努
力
と
模
索
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
後
の
懇
親
会
で
は
、
ま
ぐ
ろ
の
解
体

シ
ョ
ー
な
ど
郷
土
色
あ
ふ
れ
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
一
日
目
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
各
部
会
の
方
針
で
の
黒
瀬
理
事
長
の
会

場
内
に
響
き
わ
た
る
熱
の
こ
も
っ
た
合
理
化
新
規
許

可
対
策
部
会
の
方
針
講
演
に
い
つ
も
な
が
ら
、
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

　

無
事
に
大
会
が
終
了
し
、
帰
路
に
つ
か
れ
る
方
を

お
見
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
何
は
と
も
あ
れ
安
心

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紀
州
路
の
名
所
で
あ
る
高
野
山
を
散
策
す

る
機
会
を
頂
き
、
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
高
野
山
は
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
つ
つ

ま
れ
、
参
道
と
歴
史
あ
る
寺
院
を
散
策
し
、
と
て
も

清
々
し
く
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
は
事
務
局
長
が
不
在
で
、
と
て

も
心
細
い
思
い
で
出
発
し
ま
し
た
。
何
か
と
行
き
届

か
ず
数
々
の
ご
不
便
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

大
事
な
く
無
事
に
和
歌
山
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
首
都
東

京
で
全
国
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。�

事
務
局

旅
行
記

政府に対する要望決議

　戦後の日本は、世界に類のない高度成長を遂げ、60

年が過ぎた現在、多くの綻びが多くの国民に、制度的不

安をもたらしている。弱者であっても、安心して暮らし

てゆける国であるべきを基本に、以下の事を要望する。

記

１．�一般廃棄物処理計画には、計画収集による温室効果

ガス削減効果など、許可業者に対する許可責任の範

囲を明らかにされたいこと。

２．�阪神・淡路大震災及び中越沖地震の被災地における

浄化槽の耐久性能が立証された上は、ライフライン

の保全上、避難指定場所には浄化槽の設置を条件と

されたいこと。

３．�国及び地方自治体の財政再建、並びに国民の権利保

護の観点から、浄化槽を下水道に繋ぎ込む必要のな

い施設とするよう、制度改正を行うこと。

４．�浄化槽に対する国民の正当な権利と義務を中心に考

え、浄化槽の保守点検回数については、通常の使用

状態において「以上」を除き「４月に１回」と明確

にすること。

５．�新設浄化槽に対し、水質保全の観点からブロワ停止

による放流水質悪化を未然に防止するため、警報機

能付きブロワの設置を義務付けること。

６．�一般廃棄物の適正処理を継続的かつ安定的に確保す

るため、合特法に基づく合理化事業計画未策定市町

村及び、法の趣旨を逸脱した補償を計画する市町村

などに対し、趣旨の徹底を図ること。

７．�一般廃棄物処理計画に基づく、廃棄物の適正な収集・

運搬を継続的かつ安定的に中小零細業者が存続実施

出来るよう、政策変更されたいこと。

全国環整連第 34 回全国大会スローガン

一、�全市町村において、区域割りを明示した一般廃棄物処

理計画の完全策定

一、�浄化槽を下水道へ繋ぎ込む必要のない施設とする制度

の確立

一、�環境省認証のエコアクション21の取得の推進

一、�全国環整連維持管理システムの完全実施及びブロワ停

止警報器の設置

一、�不当、不法な新規許可の絶対阻止

一、�全国環整連グランドルールに基づく合理化協定締結の

推進

一、総合評価方式の積極的な導入へ向けての研究

発表者：全国環整連常任理事　大西　明

　平成20年４月より導入された後期高齢者医療制度をは

じめ、年金問題、石油関連の異常な価格高騰、又、あらゆ

る部門で偽装事件が続発している。

　一方で、浄化槽が下水道と同等の生活排水処理施設とし

て認知されているにも関わらず、汚水処理政策における下

水道偏重は今なお続いている。今後、下水道の老朽化が進

めば、更に自治体財政を圧迫する事は必定である。

　議会は国民の未来に大きな責任を負わなければならない。

　全国環整連は議会に対し、自治体が財政破綻する事が無

きよう、下水道法及び浄化槽法改正により社会的責任を果

たす為、総力をもってこれにあたる事をここに宣言する。

　　平成20年10月24日

　　　　　　　　　　　全国環境整備事業協同組合連合会

　　　　　　　　　　　　　　　第34回　全国大会

大会宣言

10月24日（金）
方針・本会議

基調講演「流動する国際状況から見た日本の行方」　講師：寺島実郎 氏 式　典

パネルディスカッション「わが業界の近未来について考える」 DVD 放映「明日への歩み」

玉川会長　所信表明
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　全国環整連中国四国地区協議会は６月12日、広

島市内のホテルセンチュリー21において、第1回通

常総会を開催した。総会は玉川会長をはじめとする

全国環整連の執行部全員を来賓として招き、各県の

理事長や組合員など約70人が参加し、協議会会則

や会長・副会長の選任、事業計画などを審議した。

　冒頭には、開催地である広島県の黒瀬理事長より、

「この度、高知県が新たに全国環整連へ加入され、

適正処理を一生懸命に推進しようとする徳島県、鳥

取県の方たちとともに一致団結し、諸課題に取り組

みたい。」と挨拶を述べた。

　議長には広環協の岡崎専務理事が選出され、第1

号議案「全国環整連中国四国地区協議会会則」を可

決、第２号議案の役員選任では、会長に広島県の黒

瀬理事長、副会長には徳島県の中川理事長、鳥取県

の越生理事長、高知県の岡田理事長がそれぞれ就任

された。

　平成20年度事業計画、会費案・収支予算案もそ

れぞれ満場一致で可

決承認され、総会終

了後の懇親会では

全国環整連執行部か

ら今後の発展を期待

する祝辞が寄せられ

た。

全国環整連中国四国地区協議会
第1回通常総会　開催報告

全国環整連中国四国地区協議会 第1回通常総会 議事案件

第1号議題　�全国環整連中国四国地区協議会会則（案）

決定の件

第2号議題　会長・副会長の選任について

第3号議題　平成20年度事業計画（案）決定の件

第4号議題　会費（案）決定の件

第5号議題　平成20年度収支予算（案）決定の件

　平成20年７月18日に福岡県福岡市

のホテルクリオコート博多において

「平成20年度全国環整連青年部研修

会」が開催された。毎年東京で開催さ

れる本研修会だが、今年度より各ブ

ロックごとの持ち回り開催となり最初

の開催地となる福岡県で全国から青年

部員約120名が参加した。

　まず開会にあたり、来賓の玉川会長

より挨拶を頂き、その後全青年部員を

５部会に振り分け各部会にわかれての

進行となった。

　それぞれ各部会が「業界の進む道」

というテーマで全国環整連5部会の動

向を中心に、この先の見えない社会情

勢の中、我々業界はどこへ向かって進

みどのように行動していくべきなのか

といったところを真剣に討議し、最後

に総括として参加青年部員から研修会

での感想、これからの意気込み等を発

表し閉会した。

平成20年度
全国環整連青年部研修会

開催報告

廃棄物処理法 勉強会開催報告
　全国環境整備事業協同組合連合会は平成20年

９月10日、東京の如水会館において、昨今の厳し

い財政状況により行政の政策転換がおこなわれて

いることを踏まえ、ごみ処理部会「廃棄物処理法」

勉強会を開催した。

　まず、全国環整連�丹野ごみ処理部会長は、「本日

の勉強会に200名を超える組合員が参加いただい

たことをみても、我々業界に危機感を感じている

方が多数いることが伺える。本日の勉強会が危機

感を解決できるヒントになってほしい」と開催の

挨拶がなされた。

　講演１では芝田弁護士を迎え、「市町村と随意契

約をしてきた一般廃棄物収集運搬業者の法的地

位」と題して、過去の判例を踏まえながら、「競争入

札制度と随意契約制度」、「随意契約制度が廃止さ

れた場合の業者の地位等」についての説明がなさ

れた。講演２では総務省自治行政局行政課行政第

三係長�工藤氏を迎え、「総合評価方式」について評

価基準・流れ等についての説明があり、競争性を

十分に確保しつつも技術的要素等の評価を行うこ

とが重要であり、不良不適格業者の排除等につい

ても留意が必要であることの説明があった。

　廃棄物処理法の目的には「生活環境を清潔にす

ることにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向

上を図ること」となっており、競争が行われた結

果、不適正な処理が行われた場合、市町村の責任は

極めて重いものになることから、我々の業務の性

質上、随意契約がふさわしいものであると考えら

れる。我々業界は「適正料金」・「適正処理」を訴え

続けてきており、地

元住民から信頼を

得られる様、自らの

業務を振り返ると

同時に、適正業務を

遂行するためにも

行政と協議を重ね

る事が重要である。
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